
　２０２４年頃、沖縄県内の１０～２０代の若者を中心に新種のドラッグが蔓延し
 始めました。

　２０２５年２月、交通事故（酒に酔った状態）の運転者が所持していたのがエト
ミデートであったことから、新種のドラッグがエトミデートであることがわかりま

 した。
　エトミデートは、海外では、鎮静剤や麻酔導入薬等として使用されている医薬品

 成分ですが、日本では２０２５年５月以降、

　医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律
　 で、指定薬物として指定され、 

              製造、輸入、販売、所持、購入、譲受、使用等 
 が禁止されています。

 ①　エトミデートの危険性 
  　　中枢神経を抑制する薬で、過量投与すれば死亡の

 　　 リスクが高まります。

 ②　使用方法 
  　　リキッドを電気加熱して蒸気を吸引する。

 ③　名前の由来「ゾンビたばこ」 
  　　即効性があり、中枢神経系が抑制され、体が小刻みに震えたり、

 　　 意識が朦朧としてふらついたり、路上に倒れこんだりし、その
     姿がゾンビのようであることから通称「ゾンビたばこ」と呼ばれ 

      ています。

 ④　乱用時の症状 
　   短時間で多幸感、幻覚作用が現れるが、効能時間は短い。 

○　 意識障害　　　　自分がどこにいるかわからなくなる。 

○　 不随意運動      体が激しく震え、筋肉が強張る。 

○　 姿勢保持の困難　 腰が砕け曲がり、フラフラ徘徊する。 

○　 呼吸抑制　　　　呼吸が止まり、死に至るリスクがある。 

○　 精神依存　 　 　   使用時の多幸感や現実を忘れる感覚を脳が 
記憶して 

 　　　　　　　　　　　　  　「やめたくてもやめられない」 
         　　　　　　  という強い執着（渇望）が生じる。
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